
品川区議会自民党・無所属の会日本共産党品川区議団

品川区議会公明党品川改革連合

しながわ未来（無所属・立憲・ネット）品川区議会日本維新の会
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国民健康保険事業会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
災害復旧特別会計
【修正案】一般会計
【修正案】国民健康保険事業会計

令和６年度予算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
品
川
区
議
会
自
民
党
・
無
所
属
の
会
は
、

令
和
６
年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
同
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
同
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
同
介
護
保
険
特
別
会
計
、
同
災
害

復
旧
特
別
会
計
の
各
予
算
原
案
に
賛
成
し
ま

す
。
修
正
案
に
は
反
対
し
ま
す
。

　
森
澤
区
長
が
区
長
選
で
お
示
し
さ
れ
た

一
般
会
計
予
算
の
１
％
、
20
億
円
を
捻
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
大
変
評
価
し
ま
す
。

ま
た
区
が
直
面
す
る
課
題
を
積
極
的
に
解
決

す
べ
く
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
要
望
の
多
く
が
反
映
さ
れ
た

予
算
案
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
、
マ
ン

シ
ョ
ン
防
災
対
策
、
新
庁
舎
整
備
、
高
齢

者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、
水
辺
の
利
活

用
、
町
会
・
自
治
会
へ
の
支
援
、
ペ
ッ
ト
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
環
境
整
備
、
い

じ
め
防
止
対
策
の
強
化
、
病
児
・
病
後
保
育

の
拠
点
拡
大
、
部
活
動
地
域
移
行
、
し
な
が

わ
シ
テ
ィ
ラ
ン
に
向
け
て
の
準
備
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
商
店
街
支
援
な
ど
委
員

会
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
社
会
経
済
状
況
の
大
き
な
変
化
や
予
測
不

可
能
な
事
柄
を
的
確
に
捉
え
区
政
運
営
に
努

め
ら
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

　
予
算
審
査
で
各
議
員
が
行
っ
た
提
案
、
提

言
が
十
分
に
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
、
更
な

る
区
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望

み
意
見
表
明
と
し
ま
す
。

　
公
明
党
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
対
象
者
を

限
定
せ
ず
、
ま
た
、
経
済
的
負
担
を
取
り
除

く
こ
と
で
、
福
祉
や
教
育
な
ど
人
間
と
し
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
享
受
で
き
る

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
評
価
シ
ー
ト
の
活

用
に
よ
り
事
業
の
効
率
化
と
財
源
の
確
保
な

ど
新
公
会
計
制
度
の
効
果
も
顕
著
に
表
れ
、

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
予
算
で
は
、
学
用
品
と
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
無
償

化
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
の
所
得
制
限
の
撤

廃
が
実
現
さ
れ
る
他
、
産
後
ケ
ア
・
ネ
ウ
ボ

ラ
関
連
事
業
、
未
就
園
児
定
期
的
預
か
り
保

育
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
仕
出
し
弁
当
、
あ

た
ま
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の

活
用
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ
配
置
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
男
性
接
種
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や

食
品
ロ
ス
削
減
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
排
出
抑

制
、
戸
建
て
住
宅
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
、
舟

運
の
定
期
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
な
ど
も
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
関
連
予

算
は
前
年
度
比
6.7
％
、
子
育
て
関
連
予
算
は

5.2
％
の
伸
び
と
な
る
な
ど
、
対
象
世
代
や
施

策
分
野
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
予
算
と
認

識
し
ま
す
。

　
防
災
、
高
齢
者
ま
る
ご
と
支
援
、
障
が
い

者
就
労
、
若
者
相
談
体
制
等
の
意
見
を
、
今

後
の
区
政
へ
活
か
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
し
な
が
わ
未
来
は
、
昨
年
の
会
派
結
成
以

来
、区
長
や
行
政
に
対
し
、
今
回
の
予
算
特
別

委
員
会
を
は
じ
め
、
政
策
要
望
や
一
般
質
問
、

決
算
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
問
な
ど
を
通

じ
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
な
ど

様
々
な
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

区
内
経
済
の
活
性
化
推
進
、
Ｄ
Ｘ
化
推
進
や

新
技
術
の
活
用
推
進
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
区
民
生
活
支
援
強
化
、
学

校
教
育
強
化
、
防
災
対
策
強
化
等
、
特
徴
的

な
施
策
を
盛
り
込
み
、
変
化
の
激
し
い
時
代

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
柔
軟
に
対
応
し
た
積
極

的
予
算
と
し
た
こ
と
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技

術
の
活
用
や
利
便
性
、
効
率
化
向
上
に
つ
な

が
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
更
な
る
推
進
、
産
前
産

後
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充

実
、
障
害
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充

実
、
地
域
経
済
活
性
化
施
策
の
推
進
、
防
災

対
策
の
強
化
、
環
境
対
策
の
推
進
、
庁
舎
建

て
替
え
と
庁
舎
跡
地
の
活
用
、
羽
田
新
ル
ー

ト
問
題
、
多
様
性
の
推
進
、
職
員
人
材
育
成

強
化
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
な
ど
、
各
課
題
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、
当
会
派
の
議
員
が
質
問
の
中
で
指
摘
・

提
案
し
た
各
項
目
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、

引
き
続
き
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
柔

軟
な
対
応
対
策
の
視
点
を
持
っ
て
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
予
算
案
に
は
、
小
中
学
校
へ
の
学
用
品
無

償
化
、
介
護
・
障
害
者
福
祉
従
事
者
の
待
遇

改
善
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
等
の
所
得
制
限

の
撤
廃
、
救
急
代
理
通
報
シ
ス
テ
ム
等
の
無

料
化
な
ど
数
多
く
の
住
民
要
望
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
住
宅
耐
震
化
へ
建
替
え
の
た
め
の
除

却
助
成
と
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
助
成
の
全
域
拡

大
、
耐
震
診
断
費
用
の
無
料
化
な
ど
防
災
対

策
の
前
進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
条
例
も

大
き
な
一
歩
。
請
願
・
陳
情
な
ど
住
民
運
動
と

結
ん
だ
共
産
党
の
議
会
論
戦
で
繰
り
返
し
求

め
て
き
た
も
の
で
あ
り
大
き
く
評
価
す
る
。

　
一
方
、
区
立
保
育
園
の
削
減
・
民
間
売
り

渡
し
方
針
検
討
の
具
体
化
。
福
祉
も
23
区
で

唯
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
域
に
設

置
せ
ず
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
量
は
23
区
で
最

低
。
特
養
・
老
健
、
障
害
者
Ｇ
Ｈ
や
就
労
施

設
の
整
備
率
は
23
区
で
最
低
水
準
の
ま
ま
。

ま
た
、
住
民
を
追
い
出
し
、
持
続
不
可
能
な

超
高
層
再
開
発
に
は
68
億
円
余
の
開
発
関
連

予
算
を
計
上
。
さ
ら
に
、
こ
の
物
価
高
の
下

で
も
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
の
保

険
料
の
ト
リ
プ
ル
値
上
げ
。
区
政
の
姿
勢
が

転
換
し
た
と
は
言
え
な
い
。

　
共
産
党
は
、
予
算
の
使
い
方
を
暮
ら
し
・

福
祉
優
先
に
切
り
替
え
、
看
過
で
き
な
い
不

要
の
予
算
を
削
除
し
、
22
項
目
の
事
業
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
予
算
修
正
案
を
提
出
し

た
。
今
回
の
前
進
面
を
更
に
進
め
て
、
23
区

最
低
の
福
祉
の
改
善
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
予
算

に
賛
成
し
ま
す
。一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
の
予
算
修
正
案
に
反
対
し
ま
す
。

　
賃
上
げ
で
収
入
増
に
な
る
層
が
あ
る
一
方

で
、
大
半
の
国
民
は
収
入
が
増
え
な
い
中
で

税
金
等
の
負
担
増
、
戦
争
や
異
常
な
円
安
で

光
熱
費
や
物
価
が
高
騰
し
、
国
民
の
家
計
と

企
業
経
営
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業

は
買
い
控
え
や
節
約
で
消
費
減
少
に
よ
り
経

営
が
悪
化
し
、
値
上
げ
も
出
来
ず
人
手
不
足

と
資
金
難
で
融
資
返
済
も
で
き
ず
廃
業
や
倒

産
が
増
え
て
い
る
の
で
、
区
は
支
援
に
一
層
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
介
護
・
保
育
・
幼
稚
園

関
係
者
の
賃
上
げ
と
労
働
環
境
を
改
善
す
る

と
共
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
予
約
な
し
で

何
時
で
も
預
け
ら
れ
る
施
設
を
開
設
す
る
べ

き
で
す
。
ま
た
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更

を
国
に
働
き
続
け
て
頂
き
た
い
。
高
額
所
得

者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担
増
を
お
願
い
し

行
き
詰
ま
る
福
祉
を
支
え
て
頂
き
た
い
。
さ

ら
に
教
員
や
職
員
を
区
が
独
自
に
採
用
し
、

若
手
の
生
活
環
境
の
負
担
減
を
図
り
、
人
材

の
確
保
と
育
成
に
努
め
て
頂
き
た
い
。
社
会

の
急
速
な
変
化
に
よ
り
学
校
教
育
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
起
き
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員

会
は
区
長
と
共
に
、
子
ど
も
達
を
守
っ
て
頂

き
た
い
。
悲
惨
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東

紛
争
な
ど
を
人
類
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
、
区
民
の

声
が
反
映
さ
れ
た
今
回
の
予
算
案
を
高
く
評

価
し
ま
す
。
何
故
こ
う
し
た
予
算
案
が
可
能

に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
つ
に
は
森
澤

区
長
が
組
織
・
団
体
支
援
を
受
け
て
い
な
い

事
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
従
前
届
き

に
く
か
っ
た
方
々
の
声
が
届
い
た
結
果
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
よ
り
多
く
の
声
を
聴
く
と
い
う
事

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
下
こ
れ
ま
で
以
上
に

政
策
に
対
し
て
シ
ビ
ア
な
優
先
順
位
付
け
、

取
捨
選
択
が
必
要
に
な
る
と
い
う
事
で
す
。

　
当
会
派
と
し
て
は
、
政
策
類
型
毎
に
異
な

る
優
先
順
位
付
け
の
基
準
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
例
え
ば
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

産
業
振
興
に
お
い
て
は
選
択
と
集
中
、
子
ど

も
達
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
は
自
己
責
任

論
に
帰
す
る
事
は
で
き
な
い
と
い
う
視
点
、

生
活
支
援
に
関
し
て
は
よ
り
困
難
を
抱
え
た

方
々
を
優
先
す
る
事
が
公
正
・
公
平
に
資
す

る
と
い
う
観
点
、
さ
ら
に
、
事
業
の
必
要
性

等
は
時
代
と
共
に
変
わ
り
ゆ
く
た
め
弛
ま
ぬ

見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
こ
う
し
た

基
準
か
ら
質
疑
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
会
派
各
委
員
の

質
疑
の
中
で
指
摘
・
提
案
し
た
点
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
予
算
の
執
行
や
今
後
の
施
策
に

反
映
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
、
品
川
区
議
会

日
本
維
新
の
会
の
意
見
表
明
と
致
し
ま
す
。
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